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トップエスイー
～サイエンスによる知的ものづくり教育プログ
ラム～

スマートエスイー修了制作

スマートエスイー スマートシステム＆サービス技術の産学連携イノベーティブ人材育
成

オンデマンド印刷サービス向け
デザイン支援AI開発

田川潤一

取り組み概要

アプローチ

開発における問題点 手法・ツールの適用による解決

結果

スマートエスイーでの学びを活用し、漠然とし
たビジネス仮説を出発点としてパッケージデザ
インを自動生成するウェブサービスのMVP開発
を行い、その効果検証まで実施した。

Webサイトからのオンデマンド印刷サービスに

より、ちらし等を少量・低廉に注文できるよう
になってきたが、印刷物のデザインは自ら行わ
ねばならず、商用パッケージの作成に適用する
のは困難であった。そこで「売れる」デザイン
を支援するAIシステムを開発しサービス活用の
裾野を拡げたい。

「売れる」パッケージデザインを支援するAIを
開発するため、下記の手法を適用した。
・BABOK、GQM＋Stragegiesグリッドを活用した
ゴール及びビジネススコープの明確化

・機械学習を活用したAIアルゴリズム開発
・クラウド技術を活用したラピッドプロト

タイピング及びその実証

売れるデザイン≒目立つデザイン、と定義し、
デザインの「顕著性」を高めるためGANによる
画像処理アルゴリズムを考案し、 オンライン
デザインツールのアドオンでMVPを作成した。

デザインした画像を入力し、「SalGAN」モデル
によりその顕著性マップを推定する。

またデザイン全体の顕著性を高める指標として
「顕著性スコア」を新たに定義し、そのスコア
を高めるようなデザインレイアウトに修正する
アルゴリズムを開発した。

提案したアルゴリズムにより修正したデザイン
と修正前のオリジナルデザインを官能評価実験
で比較した。結果、修正デザインの方が有意に
「目立っている」と評価され、提案システムの
有効性が確認できた。

今回の基礎検討をベースとして今後、より実用
的なシステムに発展させていきたい。

取り組みの流れ 「顕著性」のイメージ
引用元

"CANVA"を使ったMVP

引用元

デザインの「顕著性」推定 オリジナルデザイン AIによる修正デザイン

https://qiita.com/ryooota765/items/8c0a275380dbde9e83e1
https://www.canva.com/
https://github.com/imatge-upc/salgan
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